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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】鼻や耳の穴の毛を特別な鏡等がなくても、誰で
も安全に切ることができる鋏を提供する。
【解決手段】鋏の先端部などのエッジ７，９等を丸く成
形し、鼻や耳の穴の内部を傷つけることがないようにし
、かつ、鋏を開閉してもストッパー鋲１７が溝１８で開
く角度を規制して先端部５と６が離れないので先端部で
切ったり傷つけたりすることも無いようにする。なお、
この開閉を規制するためにはハンドルの形状を工夫した
り他の器具を使用しても可能である。さらに、刃体１に
穴部２を設け、刃体１，３の開閉によって穴部２に入っ
た毛だけが穴部２のエッジと刃体３の刃部分１９によっ
て切断されるように構成する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
刃部を有する一対の鋏片を軸により開閉可能に支持してなる鋏おいて、刃部の先端近くに
穴部２を設けた刃体１と切断用の刃を有した刃体３とを１組とする鋏
【請求項２】
ストッパー用の鋲１７と溝１８でもって刃体１と刃体３の先端部５と６が離れるところま
で開かないよう規制した請求項１に記載の鋏
【請求項３】
刃のエッジ７，８，９，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６を丸くした請求項１
または請求項２に記載の鋏
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この考案は、鼻の毛や耳の毛などを切断する鋏に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来からある鼻毛を切る鋏は、先端部で肉部分を切ったり、たとえ先端を丸くしておいて
も端の部分で傷つけたりしまいますので十分注意して使用しなければならない欠点があっ
た。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
上記のような欠点を解決する為には先端が当たっても傷つかず、また先端部で肉を挟まな
い様な形状の鋏を作ることが必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
この考案は上記の問題点を解決するために、先端部を丸くして傷をつけず、切る部分は穴
部２だけにすることで解決するものである。
【考案の効果】
【０００５】
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鼻の穴や耳の穴を傷つけず使用できるので、特別鏡など無くても全ての人に安全に使用し
ていただける鋏である。
【考案を実施するための形態】
【０００６】
鼻の穴や耳の穴に鋏の先端部を入れても７，８，９，１０，１１，１２，１３，１４，１
５，１６丸いので皮膚に傷ができることはない。また鋏を開閉してもストッパー鋲１７が
溝１８で開く角度を規制して先端部５と６が離れないので先端部で切ったり傷つけたりす
ることも無い。なお、この開閉を規制するためにはハンドルの形状を工夫したり他の器具
を使用しても可能である。そして開閉によって穴部２に入った毛だけが穴部２のエッジ２
０と刃体３の刃部分１９によって毛を切断することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】安全な鋏を開いたところを示す正面図
【図２】安全な鋏を閉じたところを示す正面図
【図３】安全な鋏を閉じたところの左側面図
【図４】Ｍ－Ｎの断面拡大図
【図５】刃体1のみの正面図
【図６】刃体3のみの正面図
【符号の説明】
【０００８】
１，３　刃体
２　穴部
４　鋲
５　刃体１の先端部
６　刃体３の先端部
７，８，９、１０、１１，１２，１３，１４，１５，１６　両刃体のエッジ
１７　ストッパー鋲
１８　溝
１９　刃体３の刃部
２０　刃体１の穴部２のエッジ
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月16日(2009.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
刃部を有する一対の鋏片を軸により開閉可能に支持してなる鋏おいて、刃部の先端近くに
穴部（２）を設けた刃体（１）と切断用の刃を有した刃体（３）とを１組とする鋏
【手続補正２】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
鋏に開閉を規制するストッパーの鋲（１７）と溝（１８）を持ち、鋏の先端部分（５）と
（６）が開いてしまわない請求項１に記載の鋏
【手続補正３】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
鋏の先端部分に関わる全てのエッジ（７，８，９，１０，１１，１２，１３，１４，１５
，１６）を丸くした請求項１または請求項２に記載の鋏
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